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　—埼玉県上尾市における産学官連携による社会実験 　鳥海　基樹　准教授

選定経緯 公募　応募36件、選定4件

選定結果 北海道大学大学院

　 森　傑　教授

②被災時における仮設住宅から本設住宅への住み替え支援システム構築を通した 明治大学

　復興まちづくりに関する研究 　山本　俊哉　教授

③東日本大震災被災地の緑住空間を活用した持続的成長モデル研究 芝浦工業大学

　～釜石市鵜住居地区を対象とする「複合復興計画シナリオ」 　松下　潤　教授

長岡技術科学大学

　樋口　秀　准教授

選定経緯 公募　応募30件、選定4件

選定結果 筑波大学大学院

　谷口　守　教授

慶應義塾大学

　池田　靖史　教授

鹿児島大学大学院

　鈴木　健二　准教授

④社会資本ストックの集約･再編によるコンパクトシティ形成手法の開発 北海道大学大学院

　－北海道夕張市での挑戦－ 　瀬戸口　剛　教授

選定経緯 公募　応募32件、選定4件

選定結果 法政大学大学院

  尾羽沢　信一　准教授

東京都市大学

  中村　隆司　准教授

室蘭工業大学

 大坂谷　吉行　教授

④地方都市の住居系再開発事業における有限責任事業組合の活用可能性に関する 宇都宮共和大学

  研究[宇都宮市]   宮崎　洋司　教授

選定経緯 公募　応募37件、選定4件

選定結果 ①地方都市郊外住宅団地再生に資するコミュニティ･シンクタンクの成立に向けた 福島大学

　実践的研究[福島市] 　今西　一男　准教授

金沢工業大学

　円満　隆平　教授

③内陸型地方小都市のコンパクトシティ化による都市再生に関する再生に関する　 大阪大学大学院

　研究[兵庫県西脇市] 　澤木　昌典　教授

④水郷都市柳川における水陸都市インフラの再生と融合に関する研究 九州大学大学院

　[福岡県柳川市]　 　出口　敦　教授

選定経緯 推薦に基づき2件を選定

選定結果 東北公益文科大学

　武田　真理子　准教授

香川大学大学院

　井原　理代　教授

平
成
2
5
年
度

①都市縮退のためのインセンティブとディスインセンティブ手法導入の検討

平
成
2
4
年
度

①大都市郊外縮減都市における豊かな市街地再生のための都市計画手法の開発

②リノベーション事業を通じた遊休不動産の利活用による都心再生モデルに関する
　研究

③藤沢市片瀬地区における津波避難計画の提案

平
成
2
3
年
度

①気仙沼市小泉地区の住民発案による高台集団移転計画とコミュニティの継承

④長岡市を対象とした公共施設の中心市街地回帰と連鎖型市街地再開発事業の評価
　と活用

平
成
2
2
年
度

①交通需要予測に頼らない「縁結び型」松江交通まちづくり 

②江東区新木場地域を対象とした大都市臨海部の水辺環境を活用した都市再生手法
　の研究

③地方都市・斜面密集市街地の再生に向けた老朽危険空家の解体に関する研究

平
成
2
1
年
度

①長野県諏訪地域を対象とした地域文化資源活用型の 都市再生手法の研究

②地方都市中心市街地における人口回帰の継続可能性と課題

③傾斜地から平地への住み替えによる生活拠点市街地の再構築[北海道室蘭市]

平
成
2
0
年
度

②防災建築街区再生支援制度の研究－富山県氷見市中央町を例として－

平
成
1
9
年
度

①山形県酒田市と庄内町における住民主体のコミュニティ再構築活動の研究

②高松都市圏における都市化の発展過程と中心市街地活性化に関する研究
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